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Flow classification with traffic variation using cluster analysis

～クラスタ分析によるフローの時変動パターンに基づく分類～

トラヒックが突発的に変動する状況
においても、高品質なネットワーク
サービスを安定的に提供するプロア
クティブ(予見的)ネットワークオペ
レーションの実現に向け、リアルタ
イム測定トラヒックデータに基づき
トラヒック変動量が小さくなるよう
フローを集約して、経路制御を行う
技術を開発しました。

トラヒック変動パターンが異なるフ
ローの集約が必要で、通常のクラス
タ分析と目的が逆であるため、最初
に変動パターンの似たフローをクラ
スタリングし、その後、各グループ
からフローを抽出して集約する三ス
テップから構成されるフローの分類
法を考案し、経路制御に適用した場
合の効果を確認しました。

ネットワークの仮想資源割当、コン
テンツ配信サーバ選択、パケット転
送経路制御、動画配信レート制御、
等の多様な制御の相互作用を総合的
に考慮した、ロバストなプロアク
ティブオペレーションの具体化を支
援、推進していきます。
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本研究の一部は総務省SCOPE「フローマイニングに基づくトラヒック変動に適応する予測型トラヒックエンジニアリングの研究開発」の支援により実施
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Rfを用いてトラヒック変化パターンの似た
フローをクラスタリング
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【2】各クラスタから抽出し各マクロフロー
(MF)に集約するトラヒック量比率の最適設計

:  をMF に割当て時
に1をとる二値変数

: MFの最大トラヒック量
: 抽出量の最適値からの乖離

【3】フローのマクロフロー(MF)集約

MFの最大トラヒック量を最小化する
トラヒック抽出比率を導出

最適抽出比率を実現するフロー集約パターンを設計

トラヒックの時系列変化パターンを
特徴ベクトルとしたクラスタ分析

変動パターンの似た各フローグルー
プからフローを抽出して集約

変動パターンの異なるフ
ローを集約することで、
経路制御の効果の高い安
定マクロフローを生成⇒
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マクロフロー
抽出

抽出

抽出 生成マクロフローの
トラヒック変動量が
最小化するよう抽出
比率を最適設計

Rf,t: TS t 内
のフロー f の
トラヒック量

TS: タイムスロット
MF: マクロフロー
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,    : クラスタ c のTS    における総トラヒック量

:MF のTS のトラヒック量

: クラスタ c から抽出してMF に集約するトラヒック量比率
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